
元L00K・ さんとの交友が縁
この夏、東京 ・下北沢の茶専門店 「し

もきた茶苑大山J(世 田谷区北沢)の か

き氷が人気を呼び、今月8日 までメニユ

ーに並んだ。店の喫茶担当で、茶の品質

の審査技術が最高位の十段という大山泰

成さん149が、知人の甘味店の味を復活

させようと、静岡産のほうじ茶などを使
つた逸品だ。誕生の背景には掛川市出身
でポップスグループ 「L00K_の 元ボ
ーカル、鈴木トオルさん14つとの交流が
あつた。

(静岡総局・松本利幸)
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